
遺伝子治療市場調査：業界分析、規模、シェア、成長、傾向、予
測レポート2024-2036

Research Nester
は、世界中で癌の症例が増加していることから予想される世界の遺伝子治療市場の成長と市場規
模を評価します。

日本 – 2024年09月11日   – Research
Nesterの最近の市場調査分析「遺伝子治療市場調査：世界的な需要分析と機会展望2036」では、
タイプ、ベクター、治療領域、送達方法、投与経路、地域別の市場セグメンテーションの観点か
ら、詳細な競合他社の分析と世界の遺伝子治療市場の詳細な概要が提供されています。

遺伝子治療の世界市場シェアを促進するための細胞および遺伝子治療の成長
世界の遺伝子治療市場は、細胞および遺伝子治療施設の急増により、大幅に成長すると予測され
ています。遺伝子治療製造のためのいくつかの社内施設とCDMOは、生産能力の増強に投資を開始
しており、市場プレーヤーにとって有利な可能性が開かれると予想されています。

たとえば、2024年にフェリング・ファーマシューティカルズとSKファームテコは、フェリングの
静脈内遺伝子治療薬アドスティラドリン（ナドファラゲンフィラデノベック-
VNCG）の薬剤成分の商業製造能力を増強し、長期供給を確保する契約を発表しました。技術移転
後、受託開発製造組織（CDMO）であるSKファームテコは、FDAの承認を条件に、医薬品の製造、試
験、リリースの追加ソースとして認定される予定です。

遺伝子治療市場概要
遺伝子治療市場は2023年に94億米ドルを超え、2036年末までに984億米ドルに達すると推定されて
おり、2024―2036年の予測期間中に19.8％のCAGRで成長しています。2024年には、遺伝子治療の
業界規模は約112億米ドルと評価されています。

このレポートの詳細情報: 無料サンプルをダウンロード
https://www.researchnester.jp/sample-request-6234

遺伝子治療市場の成長要因と課題
世界の遺伝子治療市場の成長に関連する主な成長要因と課題は次のとおりです。

成長要因:
• 遺伝子治療の承認の増加
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• 研究開発活動への投資の増加
課題:
ウイルスベクターまたは外来遺伝子産物に対する免疫反応により、遺伝子治療の副作用や有効性
の阻害が発生する可能性があります。免疫検出を回避できる人工ベクターの開発と免疫調節療法
の実施は、この困難に取り組むための2つの戦略です。遺伝子治療介入の安全性と有効性を保証す
るには、これらの反応を克服することが不可欠です。治療費の高さや保存期間の短さなどの他の
要因により、遺伝子治療市場の成長が抑制される可能性があります。

詳細なレポートは以下からアクセスできます:
https://www.researchnester.jp/reports/gene-therapy-market/6234

遺伝子治療市場セグメンテーション
ベクター別に見ると、世界の遺伝子治療市場はウイルスベクターと非ウイルスベクターに分かれ
ています。ウイルスベクターセグメントは、予測期間中に大幅なCAGRで成長し、2036年末までに
最高の収益を獲得する見込みです。遺伝子治療におけるウイルスベクターの応用拡大が、このセ
グメントの成長を牽引しています。現代医学の進歩により、ベクターエンジニアリング、安全性
、デリバリーの顕著な進歩により、ウイルスベクターベースの治療が最前線に躍り出ました。

代謝、心臓、筋肉、血液、眼科、感染、癌組織などの多くの疾患がウイルスベクターで治療され
ています。2019年の英国心臓財団によると、世界中で約2億人が冠状動脈性心疾患を患っていまし
た。世界中で約8,000万人の女性と1億1,000万人の男性が冠状動脈性心疾患を患っています。さら
に、可逆的な影響をもたらす遺伝子サイレンシングは、ウイルスベクターの配布と相性のよい魅
力的な代替手段として浮上しています。

遺伝子治療市場地域概要
地域別に見ると、アジア太平洋の遺伝子治療市場は、2036年末までに最高の収益を生み出すと予
想されています。リソースへのアクセスが容易であること、地元に大企業が存在すること、政府
資金の増加により、遺伝子治療の商業利用に関するアジア太平洋市場は、予測期間を通じて大幅
に増加すると予想されています。この地域の人口が多く高齢化が進んでいるため、CGTなどの新し
い治療法の需要が高まっています。2022年のアジア太平洋経済社会委員会の報告書によると、世
界中で6億3000万人が60歳以上で、世界の高齢者人口の60％を占めています。中国は2003年に史上
初の遺伝子治療を承認しており、アジア太平洋市場は世界で最初にCGTを採用した市場の1つです
。中国と日本は世界の医薬品市場トップ5のうちの2つであり、現在、アジア太平洋地域の市場で
は医薬品への支出が比較的高くなっています。

遺伝子治療市場の主要企業
このレポートでは、Novartis AG、Biogen Inc.、Gilead Sciences, Inc.、Bristol-Myers
Squibb、Alnylam Pharmaceuticals, Inc.、Sarepta Therapeutics, Inc.、Orchard Therapeutics
Limited、Celgene Corporation、Spark Therapeutics, Inc.、Sibino GeneTech Co., Ltd.
などの企業プロファイリングを含む、世界の遺伝子治療市場の主要プレーヤーの現在の競争状況
も提供しています。

無料サンプルレポートをリクエスト@
https://www.researchnester.jp/sample-request-6234

Research Nester について
Research Nester は、戦略的市場調査およびコンサルティング
サービスを提供する大手企業です。当社は、公平で比類のない市場洞察と業界分析を提供し、ヘ
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ルスケアおよび製薬などの業界、複合企業、経営チームが将来のマーケティング戦略、拡張、投
資などについて賢明な意思決定を行えるようにすることを目指しています。私たちは、どんなビ
ジネスも新たな可能性を秘めていると信じています。戦略的思考によって適切なタイミングが生
まれます。当社の独創的な考え方は、クライアントが将来の不確実性を回避するために賢明な決
定を下せるよう支援します。

詳細についてのお問い合わせ:
ナオミコスギ
Eメール： 
日本の電話番号: +815050508480
URL: https://www.researchnester.jp/
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